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刺激般化一一次性感性般化実験一覧1934-1960

BibliographyofExperimentalStudiesof

PrimarySensoryGeneralization，1934-1960

ある刺激へ形成されたある条件反応が，それま

で条件づけられたことのない中性刺激においても

生じうるという行動的事実は，刺激般化（stimu‐

lusgeneralization，ＳＧ）と呼ばれゥ有機体の行

動の予測と制御のための行動理論（behavior

theory）にあっては，その基本原理の一つとされ

ている。ＳＧは周知の如く生理学者Pavlovによ

り，今日心理学者のいうレスポンデント条件づけ

において〆今世紀の初頭に発見されたが，心理学

における実験的研究はBass，＆Ｈｕｌｌ（1934)に

端を発し，Ｂｒｏｗｎ（1942）がこれをオペラント条

件づけにおいても見い出してからは，研究の範囲

はさらに拡げられ今'1に至っている。

筆者は，先に，ＳＧ研究のうちでも，その基礎

をなすとみられる一次性感性般化を中心に，この

分野における従来の理論的・実験的諸研究を展望

する機会をもった（佐藤，1961)。そこでは，従

来の研究により確立された事実と，さらに今後の

研究にまたねばならぬいくつかの問題点にフォー

カスをしぼり，個々の実験的研究を系統的に網羅

する方針はとらなかったので，本稿は，それを補

う意味から準備されたものである。

従来の諸研究を通覧して，筆者には(1)問題の

重要性に較べて秩序だった実験的研究がまだあま

りに少なすぎること，（２）実験結果を考察するに

当って，得られた般化勾配のみを重視し，とられ

ている刺激と反応の単位や，それの得られた実験

佐藤方哉

ＭＺｚｓａｙａＳａｔｏ

操作がややもすれば忘れられているかにみられる

論議の多いこと，などが痛感され，これらが，こ

のような文献一覧の作成を試みる動機の一つとな

ったｂ

ＳＧ研究は，近年とみに活溌となり，大きな進

歩をとげつつあるが，本稿が前稿とともに今後の

研究にいくらかでも役立つとすれば，ささやかな

がら研究の一端を担っている筆者の大きな喜びで

ある。

一次性感性般化実験一覧

（１）心理学における研究のみにかぎり，また

複雑な空間的または時間的刺激パターンの般化は

除外した。

（２）分類は以下の原理に従った。

１）まず般化次元により分類する（前稲Ｔａ‐

ｂｌｅｌを参照のこと)。

２）各般化次元毎にレスポンデント条件づけ

－動物,同一ヒト,オペラント条件づけ-動物,同

一ヒトに大別し，それらをさらに訓練の型・装

置により分類する(前稿Table2を参照のこと。

またＲＴ法(reactiontimemethod)，ＶＥ法

（verbalexpectationmethod),ＣＦ法(concept

formationmethod）などの特殊実験法につい

ては前稿ｐｐ、377～379を参照のこと)。

３）それらをさらに実験操作により分類する

（C-e1型などが実験操作を表すが詳細は前稿
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Ｔａｂｌｅ３を参照のこと。また，Ｄ型。Ｄ型に

ついては前稿ｐｐ、383～384を参照のこと)。

同一操作でテーマの異なるものは／でくぎる。

異なる操作との間は／でくぎる。

４）全体に通し番号を附した。

（３）略号

ｆ（）…（）の関数としてＳＧｏ

Ｄ,ｄ……継時分化条件づけ。

Ｄ',ｄ'…同時分化条件づけ。

☆･･……･原学習期に無刺激状態（強度０）と

の分化条件づけを含まないもの（前稿

ｐ､３８３参照)。

ＳＵ……刺激の単位（ＧＧの横軸)”

ＲＵ……反応の単位（ＧＧの縦軸)。

ＧＧ……般化勾配。

，n,………上に凸の単調減少ＧＧｏ

ＩｕＩ………下に凹の単調減少ＧＧｏ

平………傾斜の認められないＧＧｏ

逆………単調増大ＧＧｏ

Ｗ→Ｓ…弱刺激から強刺激へのＳＧ（強度般

化)。

Ｓ→Ｗ…強刺激から弱刺激へのＳＧ（強度般

化)。

系………強度般化勾配に関するHull（1949）

の五つの系のうち満されたもの（前稿

ｐ、３８３参照)。

ｓｔＲ……反応潜時。

ｐ(R）…一定試行数のうち反応した試行数。

ｐ(R）…一定時間内の反応数（自由反応場

面)。

ｎ(R）…消去基準達成までに要した反応数。

ｎ(Tr)…澗去基準達成までに要した試行数。

ｒｔ……走行所要時間（単走路)。

ｇｒ……牽引力（単走路)。

ｍｍ……電流計の振れ（GSR条件づけ)ハ

Ｖ………通電法（GSR条件づけ)。

Ｔ………電位法（GSR条件づけ)，

（４）この一覧中の文献総数108を年度別累積

数で示すとＦｉｇ．１の如くなる。

×××

100

社会学研究科紀要鋪１号１９６２

4［

Ｆｉｇ．１年度別累積文献数

１．感性内般化

１．１刺激特性の般化

1.1.1質的般化

〔斉高般化〕

レスポンデント条件づけ－ヒト

ＧＳＲ条件づけ－Ｃ－ｅ１型〔1〕WickenS

Schroder,＆Snide（1954）Ｖ・ＳＵ：jnd・ＲＵ：

似ｎ．ＧＧ：凸．／Ｃ－ｅ３型〔2〕Hovland（1937

a）Ｔ，ＳＵ：jnd・ＲＵ：ｍｍ・ＧＧ：凹・〔3〕

Littman（1949）Ｔ・ＳＵ：ind・ＲＵ：Ｑ・ＧＧ：凸

(ほぼ平)．〔4〕大島(1957）Ｖ・ＳＵ：cps・ＲＵ：

ｍ、．ＧＧ：不規則．／ｆ（強化数）〔5〕

Hovland（1935）Ｔ・ＲＵ：ｍ、．／ｆ（強化法）

〔6〕Humphreys(1939)Ｔ・ＳＵ：jnd・ＲＵ：ｍＶ・

ＧＧ：凹（連続強化群)，凸（部分強化群)．／オ

クターヴ般化〔7〕Humphreys（1939)／Ｄ－ｅ１

型〔8〕Wickens，Schroder，＆Snide（1954）

Ｖ・原学習期の負刺激はclick・ＳＵ：jnd・ＲＵ：

必Q・ＧＧ：平.／'E-es型〔9〕Hovland(1937a)Ｔ・

ＳＵ：jnd・ＲＵ：ｍ、．ＧＧ：ＩＩｌＩ．〔１０〕Hovland

(1937c）

オペラント条件づけ．－動物＊

報酬訓練（単走路)－D-dg型オクターヴ般

化〔１１〕Bluckwell，＆Schlosberg（1943）

ＲＵ：log(stR)．＆ｐ(R)．

回避訓練（Brogden-Culler装置)－Ｃ－ｅ１型

ｆ（稗得水準）〔12〕Thompson（1958）ネコ．

ＲＵ：ｎ(R)．

オペラント条件づけ－ヒト

回避訓練一C-e,型Stimulus-responegen‐＊特記せぬかぎりネズミである．
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eralization〔13〕Wickens（1943）ＳＵ：ｏｃ‐

tave・ＲＵ：ｐ(R)．ＧＧ：平．

ＲＴ法一ａ－ＲＴ法（C-c2型）〔１４〕ＬｅＮｙ

(1957a）ＳＵ；jnd・ＲＵ：stR×（－１)．ＧＧ：凸.／

c-RT法(C-d3型）ｆ（態度）〔15〕ＬｅＮｙ(1957

b）ＳＵ：jnd・ＲＵ：ｐ(R)．ＧＧ：凹・般化量：教

示が刺激の弁別を強洲する群く統制群．

ＶＥ法一C-e3型ｆ（強化法）〔16〕Ｈｕｍｐ‐

hreys（1948）

〔直射単色光般化〕

オペラント条件づけ－動物（ハト）

報酬訓練（Skinner箱)－Ｃ－ｅ１型〔17〕佐

藤（1960a）☆ＳＵ：ｍ似．ＲＵ：ｎ(R)，＆stR・

ＧＧ：ほぼ平.／ｆ（強化時餌紺照射光）〔18〕佐

藤(1960b)☆ＲＵ：ｐ(R).／C-e3型〔19〕Ｇｕ‐

ttman＆Kalish(1956)ＳＵ：ｍｕ,．ＲＵ：’(R)．

ＧＧ：凹（波長の関数).／ｆ（強化法）〔20〕小川

・佐藤（1960）ＲＵや(R).／ｆ（動因）〔21〕

Thomas，＆Ｋｉｎｇ(1959)ＲＵ：′(R)．／ｆ（ＣＳ

でない刺激での澗去）〔22〕Honig，Thomas，

＆Guttman(1959)ＲＵ：′(R).／ＧＧの加算性

〔23.24〕Kalish,＆Guttman（1957,1959）ＲＵ

や(R).／ｆ（2ＣＳへの異なる強化スケジュール）

〔25〕小川（1958）ＲＵ：Ｐ(R)．〔26〕Guttman

(1959）ＲＵ：Ｐ(Ｒ)．／D-e2型〔27〕Hansｏｎ

(1959)ＲＵ：Ｐ(R)．ＧＧ：peakshift.／ｆ（原学

習期テスト期間隔）〔28〕Thomas，Ost，＆

Ｔｈｏｍａｓ(1960)ＲＵ：Ｐ(R).／D-e3型〔29.30〕

小川・佐藤（1957,1960）ＲＵ：ｐ(R)．ＧＧ：色調

による範鴫化．／Ｅ－ｅ型〔31〕Honig（未発表．

Mowrer，1960．ｐｐ､445,447）

オペラント条件づけ－ヒト

二次性報酬訓練（Spiker装置）一C-d3型

ｆ（強化数）〔32〕Spiker(l956a）子供．

単一刺激法一〔33〕Kalish（1958）ＳＵ：ｍ"、

ＲＵ：ｐ(R)．ＧＧ：jndの関数．

〔反射光色調般化〕

レスポンデント条件づけ－ヒト

ＧＳＲ条件づけ－C-eg型〔34〕盛永・日下

部（1959）

＊特記せぬかぎり白色光である．

オペラント条件づけ－ヒト

二次性報酬訓練（Spiker装置)－C-d2型

〔35〕White(1958)ＳＵ：Munsellのhue・ＲＵ：

′(R)．

〔匂いの般化〕

レスポンデント条件づけ－ヒト

GSR条件づけ－Ｃ－ｃ２狐〔36〕新美（1958）

Ｖ・ＲＵ：ﾉ〔しひ．amylaceteteの匂いからbutyl‐

acelate，buthlacetate，methylacetateの匂い

に，またorangeoilの匂いからgeraniolspe‐

cial，menthahakuyu，methylsalicylateの匂

いに，それぞれ般化を認めた．

1.1.2量的般化

1.1.2.1強度般化

〔皮虐振動強度般化〕

レスポンデント条件づけ－ヒト

ＧＳＲ条件づけ－C-e3型自発的回復〔37〕

Hovland（l937c）Ｔ・ＲＵ：ｍｍ・ＧＧ：系3,4．

自発的回復：ＣＳ<ＧＳ．

〔音強般化〕

レスポンデント条件づけ－ヒト

ＧＳＲ条件づけ－Ｃ－ｃ１型〔38〕Grant，＆

Sclmeider（1949）ＳＵ：ｄｂ・ＲＵ：ｍｍ・ＧＧ：不

規則.／C-e3型〔39〕Hovland（1937b)Ｔ・ＳＵ

：jnd・ＲＵ：ｍｍ・ＧＧ：逆(Ｗ→S)，凹(S→Ｗ)，

系2,3.／ｆ（強化数）〔40〕Hovland（1937.）

T・ＲＵ：ｍ、.／脱制止〔41〕Hovland(1937c）

Ｔ・ＧＳでの脱制止を認めた．

オペラント条件づけ－動物

報酬訓練（Skinner純）一D-d3型〔42〕

Pierre１，＆Sherman（1960）☆ＳＵ：ｄｂ・ＲＵ：

p(R)．ＧＧ：凹（Ｗ→S，Ｓ→Ｗ).／ｄ３型〔43〕

Pierrel(1958）☆ＳＵ：ｄｂ・ＲＵ：Ｐ(R)．ＧＧ：凹

(Ｗ→S，Ｓ→Ｗ)．

回避訓練（単走路)－C-e3型〔44〕Miller，

＆Green(1954）ＳＵ：ｄｂ・ＲＵ：ｎ(Ｔｒ)．ＧＧ：平

(Ｗ→S)，凸（S→Ｗ)，系2,3．

〔直射光強度般化〕＊

レスポンデント条件づけ－ヒト

ＧＳＲ条件づけ－C-e2型〔45〕大島(1957）

／C-d1-e3型〔46〕橘本･上田･新美･望月（1956）
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眼愉反射条件づけ－Ｃ－ｅ１型〔47〕Grant，

＆Schneider（1948）ＲＵ：Ｐ(R）ＧＧ：平．

オペラソト条件づけ一動物

報酬訓練（Skinner箱)－C-e3型〔48〕Ｂｌ‐

ough(1959）ハト．☆610ｍ似光.ＳＵ：log(ｍｌ)．

ＲＵ：’(R)．ＧＢ：ベル型（Ｗ→S,Ｓ→Ｗ)．

報酬訓練（修正Skinner箱〕＊一C-e3型

〔49〕Perkins（1953)☆ＲＵ：stR・ＧＧ：平(Ｗ→

S,Ｓ→Ｗ).／C-d1-e1型〔50〕新浜(1953)ＲＵ：

jnd・ＲＵ：stRに基づくＳＥ,＆（Ｈｕｌｌｅｔａ1.1947)．

ＧＧ：単調減少．／負刺激への二次性強化および

罰の効果〔51〕新浜（1953)／ｄ２型〔52〕Frick

(1948)☆ＳＵ：log(fc)．ＲＵ：負刺激への’(R)．

ＧＧ：凹（S→Ｗ)．／D-e2型〔53〕Perkins

(1953)負刺激は暗間隔．ＲＵ：１/stR・ＧＧ：逆(Ｗ

→S)，単調減少（S→Ｗ)．／'E-e,型〔54〕新

浜（1953）

報酬訓練（単走路）－C-e3型〔55〕Ｂｒｏｗｎ

(1942）☆ＲＵ：１/st肌，＆ｇｒ・ＧＧ：系3,4.／

ｆ（動因）〔56〕Ｂｒｏｗｎ（1942)☆／D-e2型〔57〕

Passey，＆Herｍａｎ（1955）☆ＳＵ：log(fc)．

ＲＵ：2.845×stR-.483（Hulll952，ｐ､13)．ＧＧ：

Hull(1952,ｐ､７４）の定理１３．を満たし１３ｅに

反した．

回避訓練（Sidman装悩)－C-d,』Ｗ〔58〕

赤松・宮田・春木・平11：（1957）☆ＲＵや(R）

ＧＧ：単調減少．

オペラント条件づけ－ヒト

二次性報酬訓練（Spiker装置）－Ｄ－ｄ３型

ｆ（強化数）〔59〕Spiker（1956b）子供．

〔反射光強度般化〕*＊

オペラント条件づけ－動物

報酬訓練(単走路)***－Ｃ－ｅ１型〔60〕Hey‐

ｍａｎ（1957）☆カード刺激.ＲＵ：１/stR.／Ｖの

contrast説検証〔61〕Johnsgard（1957）☆カ

ート刺激．ＲＵ：stR，＆ｎ(R).／ｆ（原学羽期･テ

スト期間隔）〔62〕Perkins,＆Weyant（1958）

＊試行毎にバーを呈示するもの．

*＊特記せぬかぎり無彩色である．

***特記せぬかぎり般化次元は走路の色の明るさであ
る．

***＊Lashleyらとは独立になされた．
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☆ＲＵ：stR＋rt.／C-e3型〔63〕Murray，＆

Miller（1952）☆ＲＵ：ｇｒ．〔64〕Reinhold，

＆Perkins(1955)☆ＲＵ：stIt×(－１)／C-d3型

(Lashley-Wade法)***＊〔65〕Verplanck（1942）

☆ＲＵ：stR,＆rt・ＧＧ：反応測度により異なる．

〔66〕Raben（1949)☆ＳＵ：log(ｍｌ)．ＲＵ：｛正

刺激でのｌｏｇ(rt)}－{負刺激でのlog(rt)}・ＧＧ

：分化の進行に伴い平→凸→四と移行(S→Ｗ)．

／D-e3型〔67〕Reinhold，＆Pcrkeins（1955）

☆ＲＵ：stR×(－１)．ＧＧ：〔64〕より急．

州,｝|訓練（Ｔ迷路)－.'１型ｆ（'1標箱の色

の効果）〔68〕Eninger（1953）☆

報酬訓練（Lashley跳躍台)一，'-.'２型〔69〕

Schlosberg，＆Solomon（1943）☆ＳＵ：等現

間隔（ヒト)．ＲＵ：log(stR)．ＧＧ：商線．

逃避訓練（単走路)一C-c,型〔70〕Miller，

＆Murray（1952)☆ＲＵ：ｇｒ．／Ｃ－ｅ１型〔71〕

Miller，＆Murray（1952）☆ＲＵ：ｇｒ・ＧＧ：

〔70〕より急．／C-e2型〔72〕Murray，＆

Miller（1952）☆ＲＵ：ｇｒ・ＧＧ：〔63〕より急．

オペラント条件づけ－ヒト

二次性報酬訓練（Spiker装置）－C-d3型

〔73〕White(1958）Munsell色票l0GY・ＳＵ：

Valuc・ＲＵ：Ｐ(R)．

ＶＥ法--.3型〔74〕Ｂａｓｓ（1958）ＳＵ：log

(スライド濃度)．ＲＵ：ｐ(R)．ＧＧ：'111（Ｗ→S，

S→Ｗ)．

1.1.2.2長さ・大きさの般化

〔水平線分の長さ〕

レスポンデント条件づけ－ヒト

ＧＳＲ条件づけ－C-e2型〔75〕深田（1957）

／D-e3型〔76〕深田（1957)／D-e3型〔77〕深

田（1957）負刺激は円・正方形または垂直線分．

〔円の大きさ〕

オペラント条件づけ－動物

洲M訓練（Skinner縮)－Ｃ－ｅ９型ｆ(動因）

〔78〕Jenkins，Pascal，＆Walker（1958）☆

直射光．ＲＵ：ｐ(R)．

洲!llHl訓練（単走路)－Ｃ－ｅ１型〔79〕Ｇrice，

＆Saltz（1950)☆ＳＵ：log（面積)．ＲＵ：ｐ(R）

ＧＧ：ベル型（Ｗ→S)，凹(S→Ｗ)，系2,5.／
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f(強化数）〔80〕Margolius（1955)☆ＲＵ：１/stR，

＆ｐ(R).／Ｅ－ｅ１型〔81〕Kling（1952)☆ＳＵ：

log(面積)．ＲＵ：１/stR､ＧＧ：凹（Ｗ→S,Ｓ→Ｗ)．

／E-e3型〔82〕Thompson（1950)☆ＳＵ：log

(面積)．ＲＵ：１/stR．ＧＧ：凹(Ｗ→S,Ｓ→Ｗ)．

報酬訓練（Grice装置)一，'-.',型（Lash‐

ley-Wade法）〔83〕Ｇrice（1948）

報lmMl訓練（Lashley跳蹄台)－，'-.',型(La‐

shley-Wade法）〔84〕Lashley,＆Ｗａｄｅ(1946）

逃避訓練－．，型〔85〕宮田（1956）ＳＵ：

直経．ＲＵ：１/stR．ＧＧ：凹（Ｗ→S,Ｓ→Ｗ)．

回避訓練一C-e1型〔86〕宮田（1956)ＳＵ：

直径．ＲＵ：１/StR・ＧＧ：凹(Ｗ→S,Ｓ→Ｗ)．

〔正方形の大きさ〕

オベラント条件づけ－動物

報酬訓練(単式跳躍台)－C-e,型ｆ(強化法）

〔87〕石原（1958）☆ＲＵ：log(stR)．

オペラント条件づけ－ヒト

ＲＴ法一c-RT法（c-dg型）ｆ（実験場面の

不安×性格特性）〔88〕Eriksen（1954）

〔三角形の高さ〕

レスポンデント条件づけ－ヒト

ＧＳＲ条件づけ－Ｃ－ｅ１型〔89〕Grant，＆

Schiller（1953）Ｖ・ＳＵ：高さ．ＲＵ：log（伝導

度変化値十1)．ＧＧ：凸の傾向（Ｗ→S)．凸(S→

Ｗ)．

オペラント条件づけ－ヒト

ＲＴ法一.c-RT法（C-d2型）ｆ（実験場面の

不安）〔90〕Rosenbaum（1953)／ｆ（実験場面

の不安×不安徴候）〔91〕Rosenbaum（1956）

〔黒白縦縞の幅〕

オペラント条件づけ－動物

報酬訓練（Lashley跳跳台)－,'-.',型(La‐

shley-Wade法）〔92〕Maclaslin，Wodinsky，

＆Bitterman（1952）原学習期の負刺激は黒白枇

縞等．

＊Brown，Bilodeau，＆Baroｎ（1951）の装置が用い

られる．これは，被験者から前方等距離の水平位

隠に等視角間隔で数個の均質なランプをしつらえ

たものであり，通常，中央のランプかＣＳとされ

る．

1.1.2.3持続時間般化

〔音の持続時間〕

オペラント条件づけ－ヒト

ＲＴ法一ｃ－ＲＴ法（C-d，型）筋電図の測定

〔93〕Fink，＆Davis（1951）

1.1.3多次元般化

〔色調十明度〕

オペラント条件づけ一一ヒト

二次性報酬訓練（Spiker装置）－C-d3型

〔94〕White（1958）ＳＵ：Munsell色票のＨｕｅ

とValue・ＲＵ：jb(R)．ＧＧ：〔35〕〔37〕より急．

〔明度十飽和度〕

オペラント条件づけ－ヒト

対連合学習一Shepard（1957）の検証〔95〕

Shepard（1958）

1.2．刺激特性でない般化

1.2.1空間般化

〔皮層空間般化〕

レスポンデント条件づけ－ヒト

ＧＳＲ条件づけ－C-e3型〔96〕Bass,＆Ｈｕｌｌ

(1934)Ｔ・ＳＵ：in・ＲＵ：ｍｍ・ＧＧ：凸.／拡延

説の検証〔97〕Grant，＆Dittmer（1940）Ｖ・

ＲＵ：ｍ、.／E-e2型〔98〕Bass,＆Ｈｕｌｌ（1934）

Ｔ，ＳＵ：ｉｎ・ＲＵ：ｍｍ・ＧＧ：凸．

オペラント条件づけ－ヒト

ＲＴ法一.ｃ－ＲＴ法（C-d3型）〔99〕Gibson

(1938）ＳＵ：in・ＲＵ：ｐ(R)，＆stR．ＧＧ：凸（ｐ

(R))，不規則（stR)．

〔視空間般化〕

オペラント条件づけ－－ヒト＊

ＲＴ法一c-RT法（C-d2型）〔100〕Brown，

Bilodeau，＆Baroｎ（1951）ＳＵ：視角．ＲＵ：

p(R),＆stH・ＧＧ：凹（p(R)),不規則(stR).〔101〕

Mednick（1958b)／ｆ（関係枠）〔102〕Med‐

nick，＆Bradburn（1956)／centraltendency

effect〔103〕Gewirtz，Jones，＆Waernerd

(1956)／ＧＧの加算性〔104〕Bilodean，Brown，

＆Meryman（1956）／ｆ（年令）〔105〕

Mednick,＆Lehtien(1957)／ｆ(experimental

naivet6）〔106〕Mednick（1957）／ｆ(IQ）

〔107〕Arnhoff,＆Ｌｏｙ（1957)／ｆ(人種的偏見
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度）〔１０８．１０９〕Ａｍｈｏｆｆ（1956,1957）／ｆ

（achievementimagery)〔110〕Mednick(1958）

／ｆ(不安徴候度）〔１１１〕Mednick（1957）〔112〕

Arnhoff（1959)／ｆ(分裂病）〔113〕Mednick

（1955)／ｆ(大脳損傷）〔114〕Mednick（1955）

／ＣＦ法との相関〔115〕Arnhoff,＆Ｌｏｙ(1957）

ＶＥ法－．３型〔１１６〕Brown，Clark，＆

Stein(1958)／ｆ(不安徴候度）〔117〕Fager,＆

Knopf（1958)．

1.2.2時間般化

〔試行間隔時間般化〕

オペラント条件づけ－動物

報酬訓練(修正Skinner箱)－C-cg型〔118〕

Rosenbaum(1951）ＳＵ：sec・ＲＵ：stR×(－１)．

ＧＧ：凸.／ｆ(動因）〔119〕Rosenbaum（1951）

オペラント条件づけ－ヒト

ＲＴ法一a-RT法（C-c3型）ｆ（刺激強度×

不安徴候度）〔120〕Wenar（1954）〔121〕Far・

ber，＆Spence（1956）

２．感性間般化＊

〔光から音へ〕

オペラント条件づけ－動物（ネコ）

回避訓練（Brogden-Culler装置)－Ｃ－ｅ１型

ｆ（習得水準）〔122〕Thompson（1959）ＲＵ：

p(R)．習得水準55％群に感性間般化を認め,９０％

群に認めなかった．

３．刺激場面の変化*＊

〔音〕

オペラント条件づけ－動物

＊Brogden（1939）に始まる感性前条件づけ実験の

統制群はすべてこれであるが省略する（Ｗα・Sei‐

dell959)．

*＊例えば，原学習期には常に音が呈示されるがテス

ト期には呈示されなかったり，．また逆に原学習期

には音は呈示されぬがテスト期には呈示されたり

するといった具合の実験である．

***各実験とも種々の般化次元で試され，用いられた

刺激の明白でないものも多く，実験手続も特殊で

あるので，ここで一括して扱った．なお，Lashley

‐Ｗａｄｅ法については前稿，ｐ､375を参照のこと．

***＊般化次元は直方体の高さであるが特殊なものな

ので，量的般化とは別途に扱かつた．

****＊一覧中の通し番号を表す．

第１号１９６２

報酬訓練（修正Skinner締)－D-e1型〔123〕

Perkins，Hershberger，＆Weyant（1959）☆

分化条件づけ次元は照明の明るさ．ＲＵ：ｐ(R)．

〔光〕

オペラント条件づけ－動物

報酬訓練（修正Skinner浦)－C-e3型〔124〕

新浜（1953）☆ＲＵ：ｎ(R)．ＧＧ：平．

〔音・光〕

オペラント条件づけ－動物

報酬訓練（Skinner箱）－Ｃ－ｅ１型〔125〕

Ferster（1951)☆ＲＵ：Ｐ(R）ＧＧ：平．

〔音・光・床，壁のきめ〕

オペラント条件づけ－動物

報酬訓練（水のｔｕｂｅdrinking)一C-c1型

〔126〕Fink，＆Patton（1953）☆ＲＵ：水摂取

量．ＧＧ：単調減少．

４．LashleyWade法によるサルの実験**＊

〔127〕Lashley,＆Ｗａｄｅ（1946）〔128〕Gran‐

dine，＆Harlow（1948）〔129〕Warren，＆

Ｈａｌｌ（1956）〔130〕Warren，＆Sinha（1956）

〔131〕Sinha（1958）〔132〕Warrn,＆Brock‐

shire（1959）

５．ＣＦ法****－ヒト

ｆ(学習系列でのVec刺激数とnot-Vec刺激数

との比）〔133〕Ｂｕｓｓ（1950)／ｆ(verbalrein‐

forcecombination）〔134〕Buss,Werner，＆

Busｓ(1954)／f(般化の方向）〔133〕Buss(1955）

／f(IQ）〔136〕Amhoff,＆Loy(1957)／ｆ（人

極的偏見度）〔137〕Arnhoff(1957）／ｆ(不安徴

候度）〔138〕Ｂｕｓｓ（1955）〔139〕Ａｍｈｏｆｆ

(1958）／ＲＴ法との相関〔140〕Amhoff，＆

Ｌｏｙ（1957）
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